
































































   開と編成に関わる研究とその再編成の実現）
 1年生から4年生が、それぞれの課題に取り組みつつ、それを要所要所で共有し検討し合うサイクルを
組み込んだカリキュラムの総体が実質化するのは4年後となるが、本年度はその第一年度に当たる。本報






































































































































































































































































「自分（私）だったら…  といった対応を試みる」、「…  といった係わりが大切である」などのよう
に係わり手の側面からの記述が文章全体を占めている際には①とした。rKは…  と感じるだろう」rK













ボ3ト   一一一
1 ・）ふ＿＿＿＿＿＿＿
ト ’ 1数に理二1 三■「
  ○項目  1項目  2項目
       項目数
Fi目．1提出レポートヒおげる盲ろう特有の困維へ























 教師    子ども  教師十子ども
耐＆2提出レポートにみられる「読み解











































































































































































































したいと思う。   （廣澤愛子）
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